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平成22年度　
建設技術審査証明事業（下水道技術）

－新規15技術，更新16技術，変更11技術，継続8技術－

平成22年度の第１回審査証明委員会が６月25日に本機構会議室で開かれ、今年度の建設技術審
査証明事業（下水道技術）に申請のあった技術のうち、新規15技術について審査証明を行うこと
が決定しました。このほか、更新が16技術、変更が11技術あり、昨年度からの継続審議となって
いる８技術を合わせて50技術が今年度の審査証明事業で取り扱われることになりました。

平成22年度　建設技術審査証明　新規技術一覧表

依頼者技術の名称№

芦森工業㈱，足立建設工業㈱，㈱湘南合成樹脂製作所，積水化
学工業㈱，東亜グラウト工業㈱

超音波による更生管非破壊検査法１

芦森工業㈱，足立建設工業㈱，㈱湘南合成樹脂製作所，積水化
学工業㈱，東亜グラウト工業㈱

更生管の非破壊検査－衝撃弾性波検査法－２

ランデス㈱ハレーサルト〈高炉スラグを用いた耐硫酸性コンクリート〉３

㈱丸島アクアシステムダブルメッシュ　ネオ・スクリーン
〈細目・微細目機械スクリーン〉

４

㈱神鋼環境ソリューション連続回転型ろ過器５

㈱神鋼環境ソリューション双曲面型撹拌機　PABIO Mix６

鹿島建設㈱，シーアイ化成㈱，ジオスター㈱HD－蠡ライニング工法
〈下水道シールドトンネルの防食被覆工法〉

７

エバタ㈱，日本ステップ工業㈱エバシート工法〈下水道マンホール修繕工法〉８

戸田建設㈱，大成建設㈱，西松建設㈱，前田建設㈱，㈱竹中土
木，東急建設㈱，㈱相川管理，㈱斉藤建設，四国環境整備興業
㈱，泰伸工業㈱，㈱データベース，㈱ホクコン，山城建設㈱，
グレースケミカルズ㈱，㈱湘南合成樹脂製作所

プレプルーフシートによる下水道処理施設防食被覆工法（仮称）９

㈱クボタ低圧損型メンブレン式散気装置　Ｋメンブレン10

JFEエンジニアリング㈱，三菱化工機㈱，㈱西原環境テクノロ
ジー

ゴムメンブレン式超微細気泡散気装置11

住友重機械エンバイロメント㈱，旭テック環境ソリューション
㈱，メタウォーター㈱

ハイブリッドノッチチェーン式汚泥かき寄せ機12

荏原エンジニアリングサービス㈱リフォスマスター　返流水HAP型13

メタウォーター㈱N2O分解触媒装置14

メタウォーター㈱下水汚泥炭化加炭材〈流動床式炭化炉にて下水脱水汚泥から製
造する電気炉製鋼用加炭材〉

15



平成22年７月27日貂から30日貊までの４日間，「下

水道展’10名古屋」が，名古屋市港区金城ふ頭にある

名古屋市・ポートメッセなごや（第２・３展示館）で

開催されます。

本年の下水道展は，「循環のみちを拓く」を統一

テーマとして，国土交通省ほかが後援，276社の出展

会社および団体が展示を予定しており，本機構も11の

公共団体で構成するパブリックスペースの一翼を担っ

て出展を予定しています。

出展内容は，研究課題である①浸水対策の推進

②震災対策の推進　③健全な水環境の構築　④合流式

下水道の改善　⑤高度処理による水質改善　⑥資源エ

ネルギー循環の形成　⑦適正なストック管理　⑧効率

的な下水道整備など，８テーマの研究成果について

リーフレットやパネル展示によって来場者にとってわ

かりやすい展示に心がけていきます。また，年間50件

近い「建設技術審査証明事業（下水道技術）」につい

ても概要をリーフレットなどによって説明を行いま

す。

また，平成21年から実施している「技術相談スタッ

フ」により，来場者である地方公共団体職員等からの

質疑に的確にお答えできる態勢を整え，皆様の来場を
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下水道展’10名古屋に出展
７. 27貂～30貊・ポートメッセなごや

下水道展　東京’09における本機構の出展状況

「下水道機構マニュアル活用講習会」開催のご案内
●東京会場 日　　時：平成22年10月７日貅 13：00～16：45

平成22年10月８日貊 13：00～16：45

（２日間とも同じ内容です）

場　　所：下水道機構　８階会議室

●大阪会場 日　　時：平成22年10月15日貊 13：00～16：45

場　　所：大阪科学技術センター

■内　　容 「活性汚泥モデル利活用マニュアル」

「高効率二軸スクリュープレス脱水機技術マニュアル」

「汚泥熱分解燃料システム技術マニュアル」

「下水道施設電気設備の更新方法に関する技術資料」

「トライボロジーを活用した設備診断に関する技術マニュアル」

「下水処理場のバイオマス（生ごみ等）受け入れに関する手引き」

■参加費用 テキスト代：8,000円（公共団体の参加者は無料です）


